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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
2 * 1 1 1 6 2 2 3 0 5 5 3 2 1 0
3 * 0 0 4 11 3 4 4 4 5 9 0 2 1 0
13 * 0 0 9 14 6 7 4 6 9 15 1 2 1 0
24 0 1 3 0 1 2 2 3 0 0 0 1 0 0 0
25 * 3 7 6 11 5 5 2 1 10 11 4 4 1 0
31 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 0 0 1 0 4 1 1 0 1 0 1 0 0
34 * 2 10 5 9 0 0 2 1 4 5 1 0 0 0
39 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0
53 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
56 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 23 25 53 18 24 22 15 33 48 10 11 5 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 3 8 19 2 3 2 2 3 5 1 0 0 0
5 0 1 2 0 0 0 0 3 1 0 1 0 0 0 0
6 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
13 0 2 4 0 0 2 3 4 1 2 3 0 2 2 0
14 0 0 4 1 2 0 0 0 1 3 4 1 1 0 0
15 * 0 0 8 20 1 5 3 6 9 15 2 1 1 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
22 * 0 1 2 3 0 0 2 1 0 1 1 0 0 0
31 * 0 0 4 7 2 3 5 0 4 4 3 1 0 0
33 0 0 1 1 3 2 4 0 0 1 1 0 1 0 0
34 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 * 0 1 2 2 1 2 2 1 0 1 1 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 18 26 59 10 20 21 13 22 35 9 9 4 0

-

築山 結希 0 9

0

71 200

0 - -
0 - -

4
山川 和穂 4 19
近土 真人 0

10 22

野村 悠也 5 26

加地 毅紀 4 12
西廣 祐輝

38

山脇 公貴 8 13
鳩崎 克洋 2 9

6

高橋 龍斗 18 37
倉石 祐 3 5

丸山 高弘 0

0
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龍谷大学

主審 生島 匡 副審 山本 祐輔

勝ち点 0コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生2部リーグ二日目第二試合のカードは、初日惜しくも黒星スタートとなった甲南大学と龍谷大学の対戦。両
チームオフェンス、ディフェンスともに激しいゲームとなりどちらもファウルが重なる。甲南大は#34須藤や#25のミド
ル、３Pシュートを中心に攻め序盤からリードする。一方序盤から終盤まで追いかける展開となった龍谷大は前半に
ゾーンディフェンス、マンツーマンディフェンスなど状況に応じディフェンスを変化させ流れを掴みに行く展開となっ
た。しかし甲南大はゲームを通してリズムを崩すことなく、安定したオフェンスにより攻める。龍谷大も＃2高橋、#15
刈川のドライブインを中心に点を積み重ねたが差をなくすことはできず、甲南大が勝利を収めた。

【第一ピリオド】
龍谷大ボールからスタートした第一ピリオドは試合開始からいずれのチームからも３Pシュートやバスケットカウントが
あり、速い展開で試合が進む。中盤甲南大＃2岩崎の３Pシュートや＃3林中のシュートなどの猛攻、龍谷大は流れ
を切るためタイムアウト。龍谷大は#31西廣や#33加地のドライブでフリースローなどを獲得し徐々に点を積むも甲南
の手堅いマンツーマンディフェンスにより第一ピリオドは12点差で終わった。
【第二ピリオド】
流れの切り返しを試みる龍谷大は第二ピリオドから3-2ゾーンディフェンスを仕掛け、＃15刈川のミドルシュートなど
着実に点を取っていくスタイル。しかし甲南大＃34須藤のコーナーからの３Pシュートや、4，5番ポジションの猛きオ
フェンスリバウンドによりチャンスを自ら増やし点を取る。龍谷大は再びディフェンスをマンツーマンに戻し、プレッ
シャーを強めると相手のミスを誘発しターンオーバーが起き、龍谷大#2高橋の連続得点により流れを引き寄せる。
が、しかし、甲南大は終了間際#13武田のバスケットカウントなどにより再び差を14点とし龍谷大に尻尾を掴ませな
い。
【第三ピリオド】
序盤に甲南大＃25田中の３Pシュートや#2岩崎のターンオーバーなどにより龍谷大は早期にタイムアウト。中盤は前
半第一、第二ピリオドのような激しい展開は少し収まり、双方じっくり攻めることが多くなる。とはいいながらも、甲南大
は速攻を幾度も試み、また甲南大#56山田のガッツあふれるルーズボールへの飛び込みなど、手堅い攻めでもあっ
た。一方龍谷大は途中出場の#6丸山のセンタープレイや＃15刈川のドライブインなどにより詰めていくも、このピリオ
ドも19点差で終え、甲南大がやはり近寄らせない。
【第四ピリオド】
最終ピリオド、逆転を図る龍谷大は中盤にオールコートマンツーマンディフェンスに切り替え速い展開に持ち込み、
#5倉石、＃13山脇の３Pシュートにより逆転へと近づくかと思われたが、終盤20点台の差があっても攻撃の手を緩め
ない甲南大に阻まれ、甲南大優勢のまま89-71で試合が幕を閉じた。
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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土森 彬史 0
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須藤 寛太 16

湯浅 海生 0
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太田 芳熙 0
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２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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